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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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概 要 
 M66005 はシリコンゲート CMOS プロセスを用いた 16 ディジット、5×7 セグメント蛍光表示管(VFD)コント
ローラ／ドライバです。ROM キャラクタ 160 文字、ユーザ定義用 RAM キャラクタ 16 文字を内蔵し、MCU から
表示キャラクタコード及び各種コマンドをシリアルに受信して VFD をコントロールします。 
 M66005 は動作モードとして M66004 モード及び M66005 モードの 2 モードを持っています。M66004 モード
では一部のコマンドを除いて旧製品 M66004 とコマンド体系がコンパチブルです。 

キャラクタ文字不要の場合は R8A66021GP をお使いください。 
 
特 長 
・5×7ドット構成キャラクタ ROM 内蔵 (160 文字) 
・ユーザ定義用キャラクタ RAM 内蔵 (16 文字) 
・DIG12～DIG16 出力は SEG 出力として使用可能 
・キャラクタコード RAM はデュアルバンク構成 
 (バンク１：16 文字分、バンク 2：64 文字分) 
・任意のステップで表示シフト動作可能  
 (キャラクタ単位、行単位いずれも可能) 
・M66005 を 2 個使った 2行表示 VFD 制御可能 
・動作電源電圧 Vcc=5V±0.5V または 3.3V±0.3V (単一電源) 
・プルダウン電圧 Vp=Vcc-45V 
 
 
用 途 
ＡＶ機器、POS システムなど、蛍光表示管使用機器一般  

 
 
ブロックダイアグラム 
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ピン配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外形：PLQP0064GA-A (64P6U-A) 
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端子機能説明 
 

端子名 名称 機能説明 

      
RESET リセット入力 "Ｌ"の時、M66005 は初期化されます。 

   
CS チップセレクト入力 

"Ｌ"の時、シリアル入力データを受信します。 

"Ｈ"の時、シリアル入力データは無視されます。 

SCK シフトクロック入力 

SDATA シリアルデータ入力 

入力されたシリアルデータは SCK のポジティブエッジで M66005 のシフト 

レジスタに取り込まれます。 

Xin,Xout 
クロック入力、 

クロック出力 

CR 発振器として使用する場合には外部に抵抗およびコンデンサを接続 

してください。 

外部クロックを使用する場合には XIN 端子に印加し、XOUT 端子は開放に 

してください。 

DIG00～DIG15 ディジット出力 

SEG00～SEG39 セグメント出力 

DIG00～DIG15 は VFD のディジット(グリッド)端子に接続してください。 

SEG00～SEG39 は VFD のセグメント(アノード)端子に接続してください。 

M66005 の SEG00～SEG39 出力と VFD のセグメントとの対応は下図のとおり 

です。 

SEG36～SEG39 は DIG12～DIG15 と端子を共有しており、DIG 出力として 

使用しない出力のみ SEG 出力として使用できます。 

P1,P0 

汎用ポート 

P1 : 双方向 

P0 : 出力専用 

通常は汎用スタティック出力ポートとして使用します。 

M66005 を 2 個使ったシステムを組む場合にメイン側 M66005 とサブ側 M66005

との間で同期をとるためのタイミング入力／出力端子に設定できます。 

Vcc1  内部ロジック及びメモリ用の正電源端子です。 

Vcc2  DIG, SEG 出力専用の正電源端子です。 

Vss  GND (0V) 

Vp  VFD 駆動用の負電源端子です。 

 
 
 
( SEG 出力端子と VFD のセグメントとの対応 ) 
 
 
右図は VFD を正面から見た図で、図中の小枠内の各番号が 
M66005 の SEG 出力端子番号と対応しています。 
SEG00～SEG34 まではキャラクタ文字を構成するセグメントで、 
キャラクタ ROM およびユーザ RAM のデータが出力されます。 
SEG35～SEG39 は汎用セグメント出力で、コマンドによって 
オン／オフされます。 
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データ伝送フォーマット 
 
M66005 は MCU からの 8ビットシリアルデータ(MSB ファースト)を受信して動作を行います。 
シリアルデータ(SDATA)はシリアルクロック(SCK)の立ち上がりエッジでシリアルデータ受信回路のシフト

レジスタに取り込まれます。 
 シリアルデータ受信回路は SCK の立ち上がりエッジの数を数えるカウンタを持っており、SCK の 8 番目の
立ち上りエッジをカウントした時点で MCU からのアクセスをマスクし、受信したシリアルデータに応じた処
理を開始します。この処理には動作周波数の 6 周期分の時間が必要なので(ｔBUSY)、この間は M66005 に対
して次のシリアルデータを送ることは出来ません。 

CS="H"の時、MCU からのアクセスはマスクされているとともに SCK 用カウンタはリセット状態になってい
ます。 
 
 
(基本タイミング) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(連続伝送タイミング) 
 
 
M66005 に対して連続してシリアルデータを送る場合の注意点は以下のとおりです。 
(1)ｎバイト目のデータ送信が終わった後、(ｎ＋１)バイト目の送信を開始するまでには最小でも 

ｔBUSY(=動作周波数の 6周期分)の間隔が必要です。 
    (2)多バイトコマンドの場合には必要バイト数を連続して送信してください。 

ただし、この場合も(1)の規定を守ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“L”,”H”いずれでも可 
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ディジットスキャンタイミング 
 
下図はディジットスキャンタイミング図を示します。 

 上位側 DIG 出力から下位側へ向かって順次、DIG 出力がオンしていきます。最下位である DIG00 をオンし
た後、最上位へ戻ります。 
 下図における各記号の意味は以下のとおりです。 
 
    Ｔ：スキャンサイクル時間 (フレーム周期) 
    Ｔdsp：１ディジットスキャン時間 
    Ｔdig：１ディジットオンパルス幅 
    Ｔblk：ブランク時間 
 
 各記号間の関係は以下のとおりです。 
 
     Ｔdsp=128/fosc または 256/fosc (M66004 モード)  
           512/fosc または 1024/fosc (M66005 モード) 
     Ｔ=Ｔdsp × N     (N：ディジット長) 
     Ｔdig=Ｔdsp × ディマー値 
 
 
 
 
(スキャンタイミング) 
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コマンド一覧 
 
 
M66004 モードコマンド一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊：コマンド説明の章を参照。 
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M66005 モードコマンド一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ ：コマンド説明の章を参照。 
注１：M66004 モードと同一のコマンドです。 
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コマンド説明 
 
 
表示ディジット長設定 (ﾘｾｯﾄ時：9 桁) 
 
 ディジット長設定コマンドは、スキャン対象とする最大桁数を設定します。設定範囲は 9 桁～16 桁です。 
例えばディジット長を 12 桁に設定した場合、スキャンは DIG11,DIG10,  ．．． DIG01, DIG00 の順序でスキ
ャンし、DIG00 スキャン後は DIG11 へ戻ります 
 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ディマー値設定 (リセット時：1/16) 
 
 ディマー値設定によりディジットのオンパルス幅を設定します。 
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カーソル(SEG35)オン (リセット時：直前の値保持) 
 
 本コマンドにより、カーソル(SEG35)をオンします。D3～D0 ビットで SEG35 が属している桁を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       M66005 モード時のコマンド 
 
                 M66005 モードの時の SEG35 制御は M66004 モードの 

場合と異なります。後述の汎用セグメントモード設定 

及び汎用セグメントデータ設定コマンドを参照してく 

ださい。 

 
 
 
カーソル(SEG35)オフ (リセット時：直前の値保持) 
 
 本コマンドにより、カーソル(SEG35)をオフします。D3～D0 ビットで SEG35 が属している桁を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       M66005 モード時のコマンド 
 
                 M66005 モードの時の SEG35 制御は M66004 モードの 

場合と異なります。後述の汎用セグメントモード設定 

及び汎用セグメントデータ設定コマンドを参照してく 

ださい。 
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汎用セグメントモード設定 (リセット時：D3～D0="0")> 
 
 <M66005 モード専用コマンド> 
 
 M66005 モードでは、DIG12～DIG15 出力は汎用セグメント(SEG36～SEG39)として使用することが可能です。
ただし、汎用 SEG として使用したい DIG 出力はディジット長設定コマンドでスキャン対象外に設定しておく
必要があります。 
 例えばディジット長設定コマンドでディジット長を 14 桁(DIG13)に設定した場合、スキャン対象外となる
15,16 桁、すなわち、DIG14,DIG15 のみ SEG38,SEG39 として使用可能です。 
 SEG36～SEG39 のオン/オフは本コマンドと、後述する汎用セグメントデータ設定コマンドによって決まり
ます。汎用セグメントデータ設定コマンドによって表示をオンにしても、本コマンドで"セグメントを使用
する"に設定しておかなければ表示はオンしません。 
 つまり、本コマンドで"セグメントを使用する"に設定し、かつ、汎用セグメントデータ設定コマンドで表
示オンに設定した場合にのみ、該当 SEG がオンします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
汎用セグメントデータ設定 (リセット時：指定桁=1 桁、設定ﾃﾞｰﾀ=直前の値保持) 
 
 <M66005 モード専用コマンド> 
 
 M66005 モードでは、M66004 モード時のカーソル用セグメント(SEG35)も含め、SEG35～SEG39 のオン/オフ
は本コマンドで設定します。1 バイト目では対象セグメントが属するディジットを指定し、2 バイト目で各
セグメントのオン/オフデータを設定します。 
 SEG36～SEG39 については汎用セグメントモード設定コマンドで"セグメントとして使用する"に設定して
いる場合に本コマンドでの設定値が有効です。 
 SEG35 については本コマンドは M66004 モードでの"カーソルオン"および"カーソルオフ"コマンドと同様
の機能になり、設定値がそのまま表示に反映します。 
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表示桁設定 (リセット時：1桁) 
 
 M66005 に対してキャクタコードを送信する場合、そのキャラクタを表示させる桁を指定します。 
 本コマンドを送信した後、最初に送られてくるキャラクタコードは本コマンドで設定された桁に表示され
ます。２番目以降のキャラクタコードについては、後述する自動インクリメント機能がオフの場合は同一桁
に、オンの場合はキャラクタコードが送られてくる毎に上位桁側に１桁シフトした桁に表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全点灯/全消灯 (リセット時：全消灯) 
 
 本コマンドにより、全 DIG 出力、全 SEG 出力を点灯、あるいは消灯できます。 
 本コマンドは出力トランジスタを制御するだけで、内部表示データは変わりません。また、全点灯/全消
灯中にコマンドあるいはキャラクタコードを送信することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示桁自動インクリメント (リセット時：オフ) 
 
 自動インクリメントオフの場合、送られてきたキャラクタコードは常に表示桁設定コマンドで設定された
桁に書き込まれます。 
 自動インクリメントオンの場合、キャラクタコードが送られてくる毎に書き込まれる桁は自動的に＋１さ
れます。表示桁長設定コマンドで設定された最上位桁に書き込んだ後は最下位桁(DIG00)に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：全点灯時は大きな電流が流れるので、出荷検査時のランプテスト、あるいは表示内容を 

   更新する際の一時的なアクションなど、短時間でのみご使用ください。 
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１ディジット表示周期 (リセット時：D0="0") 
 
 １ディジット表示周期(Tdsp)を設定します。 
 コマンド自体は M66004、M66005 両モード共通ですが、設定される周期が各モードで異なります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P1, P0 ポート状態設定 (リセット時：D3=D2="0", D1=D0="1") 
 
 ポート 1(P1)とポート 0(P0)の状態を設定します。 
 M66004 モード時は P1,P0 ともに出力専用です。 
M66005 モード時は M66005 を 2 個使用したシステムを 
組む場合を想定してメイン側 M66005 とサブ側 M66005 
との間での同期タイミング信号の入力/出力機能を持ち 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注２：(D3,D2)=(0,0)の時は M66004 モードと同一の動作になります。 

注３: M66005 モードの時は"H"が出力されます。モード出力をモニタしたい場合、M66005 モードに移行 

       する前の M66004 モード状態の時にポート１をリセットしておいてください。 
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ユーザーRAM 書き込み (リセット時のﾃﾞｰﾀ：直前の値保持) 
 
 任意のキャラクタドットパターンが作成可能なユーザ RAM へデータを書き込みます。 
１バイト目で書き込み宣言をし、２バイト目で書き込む RAM の番号を指定します。そして、３～７バイト目
で書き込むデータを設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビット内の各番号は表示管のセグメント番号に 

対応しています。("1":表示 ON,  "0" :表示 OFF) 

 
 
 
 
M66004 モードへ切り換え (リセット時：M66004 モード) 
 
動作モードを M66004 モードへ切り換えます。 
 
 
 
 
 
 
 
M66005 モードへ切り換え (リセット時：M66004 モード) 
 
動作モードを M66005 モードへ切り換えます。 
 
 
 
 
 



   
   

M66005-0001AHP 
  

 
RJJ03F0245-0100 Rev.1.00 2008.03.28       
Page 14 of 29 

ユーザ RAM リードモード設定 (リセット時：D2=D1=D0="0") 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 M66005 モードでは、ユーザ用 RAM のドットデータを読み出す(表示する)方法が２通りあります。一つは
M66004 モード時と同一のモード(ｷｬﾗｸﾀﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ)で、もう一つは読み出し開始する RAM の番地を指定する方
法(ｺﾗﾑﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ)です。 
 RAM のドットデータは列単位で RAM のアドレスに割り当てられています。キャラクタリードモードの場合
は読み出し開始アドレスが RAM 番号毎に固定されているのに対し、コラムリードモードの場合は読み出すア
ドレスをコマンドによって指定することが出来ますので、列単位でドットがスクロールしているような表示
が可能です。 
 コラムリードモードの場合、何番のユーザ RAM が何桁目に設定されているかは意味を持たず、ユーザ RAM
が設定された桁であるということだけが意味を持ちます。例えば表示ディジット長を 16 桁に設定し、16 桁
のうちの 8 桁にユーザ RAM コードを設定した場合、リード開始番地指定コマンドで指定された RAM 番地から
8 桁分の列数(5 列×8 桁=40 列)に相当する番地分のデータが順番に読み出されてユーザ RAM が設定されてい
る桁に表示されます。 
 RAM14～RAM16 についてはコラムリードモード状態であってもキャラクタリードモードとして動作をさせ
るように設定することが可能です(2 ﾊﾞｲﾄ目の D2,D1 で設定)。 

これは、ユーザ RAM を 5×7 ドットキャラクタ文字以外の表示に使用している場合など、コラムリード動
作対象外にしたい場合に有効です。対象外に指定されたユーザ RAM についてはキャラクタリードモードとし
て動作します。 
 動作の詳細については後述する"ユーザ RAM リード動作"の章を参照してください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コラムリードモードの時、ユーザ RAM の内容はリード開始番地設定コマンドで指定された番地から順次、
上位番地方向へ読み出されていきますが、キャラクタリードモードに設定されている番地は読み出されず、
その直前の番地を読み出した後に 00h 番地へ戻ります。読出し最終番地は下表のとおりです 
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ユーザ RAM リード開始番地設定 (リセット時：00h) 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 本コマンドはコラムリードモードの時に有効で、ユーザ RAM のリード開始番地を指定します。 
 動作の詳細については後述する"ユーザ RAM リード動作"の章を参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バンク２表示下位桁設定 (リセット時：１桁) 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 M66005 モードでは、コード RAM としてバンク１とバンク２の２種類の RAM 領域が使用可能です。 
 本コマンドでは、バンク２に格納されたコード(ｷｬﾗｸﾀ)を表示させる下位桁を設定します。バンク２のコ
ードは本コマンドで設定された桁と、後述するバンク２表示上位桁設定コマンドで設定された桁の範囲に表
示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バンク２表示上位桁設定 (リセット時：１桁) 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 本コマンドではバンク２に格納されたコード(ｷｬﾗｸﾀ)を表示させる上位桁を設定します。バンク２のコー
ドは本コマンドで設定された桁と、既述のバンク２表示上位桁設定コマンドで設定された桁の範囲に表示さ
れます。 
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コード書き込み開始番地設定 (リセット時：10h) 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 バンク２メモリへのキャラクタコード書き込みはバンク２のメモリ番地を指定することによって行います。 
 ２バイト目の D7 ビットで書き込み開始を宣言し、D6～D0 ビットで開始番地を指定します。この後、受信
したキャラクタコードは順次、バンク２へ自動インクリメントオン状態で書き込まれます。 
 書き込みはバンク１の先頭番地である 00h 番地から可能ですが、バンク２の最終番地である 4Fh 番地へ書
き込んだ後はバンク２の先頭番地である 10h 番地へ戻ります。 
 バンク２への書き込みを終了する場合、２バイト目の D7 ビットを"0"にしてコマンドを送信してください。 
それ以降に受信したキャラクタコードはバンク１へ書き込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バンク２読み出し開始番地設定 (リセット時：00h) 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 バンク２表示がオンになっている場合、バンク２表示桁に指定されている表示範囲に表示させるコード
RAM 文字の読み出し開始番地を設定します。   
 開始番地の指定はバンク１、２に関係なくコード RAM の任意の番地(00h～4Fh)を指定できるので合計で
80 文字分のコードが使えることになります。  
 また、本コマンドにより、任意のステップでの表示シフト動作が可能になります(注 5)。 
 

注 5: 表示シフト動作は５×７ドットのキャラクタ表示のみです。SEG35～SEG39 はシフト動作対象外です。 
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バンク２表示オン (リセット時：表示オフ) 
 
<M66005 モード専用コマンド>  

 
 バンク２に格納されているコード(ｷｬﾗｸﾀ)表示をオンします。バンク２格納キャラクタは、バンク２表示
下位桁コマンドおよびバンク２表示上位桁コマンドで設定された範囲の桁に表示されます 
 
 
 
 
 
 
バンク２表示オフ (リセット時：表示オフ) 
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絶対最大定格 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
推奨動作条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直流電気的特性 
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タイミング必要条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：既出の"データ伝送フォーマット"の章を参照ください。 

 
 
 
 
発振特性 
 
 
 
 
 
 
 
発振周波数特性については後述の"CR 発振周波数近似式"を参照ください。 
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タイミング波形  (入力レベル=VIL、VIH、出力基準レベル=0.3Vcc、0.7Vcc) 
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メモリマップ 
 
(ユーザ RAM メモリマップ)                       (コード RAM メモリマップ) 
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ＣＲ発振周波数近似式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(近似式) 
 
        f=exp(P x lnC + Q)                     (例) Vcc=5.0V, R=27kohm, C=100pF の場合 
 
           P, Q : 定数 (表１参照)                 f=exp(-0.9421 x ln(100 x 10^(-12)) - 8.5686) 
              f : 発振周波数 (Hz)                  =500846 [Hz] 
              C : 容量 (F)                         =500.8 [kHz] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   (注意)：この特性は目安値であり、保証するものではありません。 
 



   
   

M66005-0001AHP 
  

 
RJJ03F0245-0100 Rev.1.00 2008.03.28       
Page 23 of 29 

キャラクタＲＯＭ文字パターン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上位

下位

0000
(0h)

0001
(1h)

0010
(2h)

0011
(3h)

0100
(4h)

0101
(5h)

0110
(6h)

0111
(7h)

1000
(8h)

1001
(9h)

1010
(Ah)

1011
(Bh)

1100
(Ch)

1101
(Dh)

1110
(Eh)

1111
(Fh)

0000
 (0h)

0001
 (1h)

0010
 (2h)

0011
 (3h)

0100
 (4h)

0101
 (5h)

0110
 (6h)

0111
 (7h)

1000
 (8h)

1001
 (9h)

1010
 (Ah)

1011
 (Bh)

1100
 (Ch)

1101
 (Dh)

1110
 (Eh)

1111
 (Fh)

RAM1

RAM2

RAM3

RAM4

RAM5

RAM6

RAM7

RAM8

RAM9

RAM10

RAM11

RAM12

RAM13

RAM14

RAM15

RAM16
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応用例 
 
(標準応用例) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(M66005 を 2個使用して 16 桁、70 セグメントの表示管を制御する例) 
 
 この場合、２個の M66005 の表示ディジット長とＴdsp は同一値に設定してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(*1):M66005 の DIG 出力はプルダウン抵抗内蔵の 

Pch オープンドレイン出力のため、DIG 駆動 

電流不足の場合は２個の各 DIG 出力同士を 

接続して使用することも出来ます。 

ただし、プルダウン抵抗は並列接続された形 

になるので抵抗値は 1/2 になります。 

 
(ポート出力設定条件) 

 
 
 
 
 
 

メイン M66005 : (D3,D2,D1,D0)=(1,0,1,0) or (1,0,1,1) 

サブ M66005 : (D3,D2,D1,D0)=(1,0,0,0) or (1,0,0,1) 
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M66005 制御例-1 
 
バンク１、バンク２ コード RAM 制御例 (M66005 モード) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：コード書き込み開始番地設定コマンド 
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M66005 制御例-2 
 
ユーザ RAM リード動作 (M66005 モード) 
 

標準動作 (ｷｬﾗｸﾀﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ) 
 
       このモードでは、キャラクタ RAM のドットデータは RAM 番号によって決まっている RAM 番地から 

読み出されます 
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コラムリードモード動作 -1/2 
 

  このモードでは、キャラクタリードモードに設定されている RAM を除いて、キャラクタ RAM 番号 
自体は意味を持ちません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   
   

M66005-0001AHP 
  

 
RJJ03F0245-0100 Rev.1.00 2008.03.28       
Page 28 of 29 

コラムリードモード動作 -2/2 
 

下図は、コラムリードモード動作のもう一つの例です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桁スキャンは上位桁から下位桁へ向かってスキャンされますが、キャラクタ RAM コードが書き込 
まれている最初の桁にスキャンが来た時、その桁の第１列目がリード開始番地のデータとなり、 
以降、ユーザ RAM の上位番地方向へ順次、データがリードされていきます。 

 
ユーザ RAM 読み出し開始番地が 05h に設定されている場合の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユーザ RAM 読み出し開始番地が 0Bh に設定されている場合の例 
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外形図 

 

Package RENESAS Code Previous Code 

64pin LQFP PLQP0064GA-A 64P6U-A 
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